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腫瘍・診断病理学分野 
論文 
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B 邦文 
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号):361-362, 2018 
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71(4): 339-341, 2018 

8. 三浦史郎、近藤久義、松田勝也、ムサジャノワジャンナ、松山睦美、中島正洋: 長崎原爆被爆者組織バンクの経過
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10. 岸川正大、黒濵大和、松岡優毅、中島正洋: 病理をとりまく医療経済 第 8 回 病理診断科診療所-若手病理医育成と

人生設計,地域医療への貢献-．病理と臨床 36(11):1109-1113,2018 

B-c 
1. 中島正洋: 「甲状腺濾胞がん」内分泌腫瘍 甲状腺腫瘍・副腎（癌診療指針のための病理診断プラクティス）長沼 

廣、笹野公伸、青笹克之編集（中山書店） 127-135 

 

学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

2 1 1 1 0 27 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

中島正洋・教授 評議員 日本病理学会 

中島正洋・教授 評議員 日本内分泌病理学会 

中島正洋・教授 非常勤研究員 (財)放射線影響研究所 

中島正洋・教授 疫学部顧問 (財)放射線影響研究所 

中島正洋・教授 副会長 長崎県臨床細胞学会 

中島正洋・教授 がん対策部会専門委員会(がん登録委員会) 
委員 

長崎県保健医療対策協議会 

中島正洋・教授 代議員 日本細胞診断学推進協会 

中島正洋・教授 理事 日本甲状腺病理学会 

中島正洋・教授 理事 長崎原子爆弾後障害研究会 

七條和子・助教 評議員 日本実験潰瘍学会 

七條和子・助教 学術評議員 日本薬理学会 

松田勝也・助教 理事 長崎県臨床細胞学会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

中島正洋・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(Ｃ) 
放射線誘発甲状腺発がんリスク亢進の刻印

探索 

中島正洋・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(Ａ) 
国際共同研究による甲状腺がん分子疫学調

査研究 

中島正洋・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(Ｃ) 
放射線誘発小児甲状腺がんの分子疫学的研

究 

中島正洋・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(Ｃ) 
甲状腺乳頭癌における新規リンパ節転移診

断キットの開発 

中島正洋・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(Ｃ) 
ゲノム不安定性が解き明かす非アルコール

性脂肪性肝炎の発癌ポテンシャル 
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中島正洋・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(Ｃ) 
ラット甲状腺の放射線感受性と発がんにお

けるオートファジーの影響 

中島正洋・教授 武田科学振興財団 分担 特定研究助成金 

全ヒトゲノム配列で明らかにする放射線被

ばく影響の時間的経過とその結果 

七條和子・助教 日本学術振興会 代表 内部被ばくの分子病理学的影響検出と周辺

細胞の Patho-マイクロドジメトリー解析 

中島正洋・教授 味の素株式会社 シスチン・テアニンのラット腸管における放

射線防護効果の検討 

七條和子・助教 エーザイ・ジャパン 放射線腸炎の発生機構について 

 

特 許 
平川 宏・助教 癌転移の検出方法および検出用キット 2010 年 

2 月 22 日 
2014 年 

9 月 12 日 
特許第 5610125 号 

 
その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

中島正洋・教授 非常勤講師(病理学) 長崎市医師会看護専門学校 

松田勝也・助教 非常勤講師(病理学) 長崎市医師会看護専門学校 

七條和子・助教 非常勤講師(病理学) 長崎女子短期大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

七條和子・助教 内部被ばくは低線量 

爆心地付近 急性死

者で初試算 

長崎新聞 2018 年 
8 月 4 日 

臓器の組織標本に残っている長崎原爆

特有の放射性物質プルトニウム 239 が

今も放出しているアルファ線を調査し、

内部被ばくは低線量であることを爆心

地付近の急性死者で初試算した。骨髄で

0.104 ミリグレイ。50 年間体内で被ばく

が続いた過程での累積は 20.2 ミリグレ

イだった。内部被ばくの影響は臓器内の

放射性物質の集中度合いを考慮するこ

とが必要と英ウエブ雑誌ヘリヨンに 6
月 29 日付けで掲載された。 

 

学術賞受賞 
氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

中島正洋・教授 第 14 回日本甲状腺学会基礎医学研

究助成受賞 
日本甲状腺学会 全ゲノム解析による放射線誘発

甲状腺癌発症課程の解明：癌化リ

スクバイオマーカーの探索 

 
○特筆すべき事項 
①中島正洋: セメイ市長栄誉賞（the Certificate of Honor） 
②中島正洋: セメイ州立医科大学名誉教授 

 


